
平成２９年度 第１回 燕・弥彦地域公共交通会議 会議録（概要版） 

 

日時：平成２９年５月２６日（金）午前１１時～１２時 

場所：燕市役所 ３階 会議室３０１ 

 

出席者（ 敬称略 ） 

委 員  会長 燕市長 鈴木 力 

      副会長 弥彦村長 小林 豊彦 

国土交通省 新潟運輸支局 首席運輸企画専門官 竹村 康仁 

新潟県 燕警察署 交通課長 小池 敦（代理） 

新潟県 西蒲警察署 交通課長 佐藤 亮（代理） 

新潟県 三条地域振興局 企画振興部長 中野 誠 

独立行政法人労働者健康安全機構 燕労災病院 総務課長 新村 知士 

（代理） 

新潟県立吉田病院 事務長 野水 宏一 

住民代表 （分水地区）若林 與一 

     （燕地区） 竹井 満喜子 

（吉田地区）中村 カホル 

（弥彦村） 坂井 洋一郎 

（弥彦村） 阿部 徳子 

連合県央地域協議会 事務局長 渡辺 治 

新潟交通観光バス株式会社 潟東営業所長 知野 太樹（代理） 

越後交通株式会社 三条営業所 所長 吉原 康幸 

越佐観光バス株式会社 専務取締役 佐藤 洋彰（代理） 

株式会社燕タクシー 代表取締役 竹内 邦彦 

燕市企画財政部長 田辺 秀男、燕市土木課長 高波 茂（代理） 

弥彦村総務課長 山岸 喜一   

（計 21名） 

 

欠  席：  東日本旅客鉄道株式会社 燕三条駅長 小林 一則 

公益社団法人新潟県バス協会 専務理事 高橋 清吉 

      弥彦村建設企業課長 笹岡 正夫 

（計 3名） 

 

事 務 局： （燕市） 

市民生活部長 髙野 光郎、生活環境課長 更科 明大 



 

 

      生活環境課長補佐 亀山 修、交通政策係長 鈴木 義享 

      交通政策係主任 小黒 明子 

 

（弥彦村） 

総務課 交通防犯係長 平原 勝一郎 

 

報道機関： 三条新聞、越後ジャーナル 



 

 

次第： 

１．開 会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議 事 

（１）公共交通利用状況について〔資料１〕 

 

（２）平成 28年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出決算について〔資料２〕 

  

（３）平成 29年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案）について〔資料３〕 

 

（４）燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について〔資料４〕 

 

 （５）「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）について〔資料５〕 

 

 （６）その他 

 

４．閉 会 

 

 

《会議資料》 

資料１ 循環バス「スワロー号」、デマンド交通「おでかけきららん号」、弥彦・燕広域循環

バス「やひこ号」の利用状況 

資料２ 平成 28年度 燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出決算 

資料３ 平成 29年度 燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案） 

資料４ 生活交通確保維持改善計画（案） 

 資料５ 「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）について 
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１．開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより会議を始めたいと思います。本日は皆様、お忙しいと

ころご出席を賜りまして誠にありがとうございます。これより平成 29年度第１回燕・弥彦

地域公共交通会議を開会させていただきます。 

私は事務局を務めます生活環境課の更科でございます。よろしくお願い申し上げます。 

会議に入ります前に、配布いたしました資料の確認をさせていただきたいと思います。 

まず、本日の会議の「次第」、「委員名簿」、「出席者配席図」でございます。続いて会議

資料として、資料１「利用状況について」、資料２「平成２８年度歳入歳出決算書」、資料

３「平成２９年度歳入歳出予算（案）」、資料４として「燕・弥彦地域内フィーダー系統確

保維持計画（案）について」と「参考」と記載されています国土交通省の補助制度の見直

し【概要】、資料５の「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）についてでございます。資

料の不足はございませんでしょうか。 

 

２．会長あいさつ 

【事務局】 

それでは会議の次第により、本交通会議の会長であります燕市長よりごあいさつを申し

上げます。 

 

【会長】 

皆様、おはようございます。本日は大変お忙しい中、平成 29年度第１回燕・弥彦地域公

共交通会議にご出席くださいまして誠にありがとうございます。 

 日頃、皆様方には燕市・弥彦村の交通行政にご協力を賜わり御礼申し上げます。 

さて、燕市循環バス「スワロー号」、弥彦・燕広域循環バス「やひこ号」、そして予約制

乗合ワゴン車「おでかけきららん号」いずれも順調に業務を遂行しております。 

 一方でなかなか全員の方々にご満足いただける仕組みというのは難しいものでございま

して、いろいろなご要望をいただいているところでございます。本日の議題の中にある「や

ひこ号」のフリー乗降路線というのはその一つですし、燕市としましてもこの 4月、5月は

「スワロー号」の休日運行の社会実験を行っております。なかなかすべてというのは難し

いですけれども、少しでも今まで以上に改善できるように、これからもやってまいりたい

と考えております。 

本日の議題につきましては、平成 28 年度の公共交通の利用状況、平成 28 年度燕・弥彦

地域公共交通会議の決算、平成 29 年度予算（案）、燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維

持計画（案）及び「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）となっております。 

限られた時間ですけれども、円滑な会議となりますようお願い申し上げまして、開会の

挨拶とさせていただきます。 
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本日はよろしくお願い申し上げます。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

議事に入ります前に、平成２９年度の委員の変更についてお知らせいたします。 

委員名簿をご覧願います。順にご紹介をさせていただきますので、大変恐縮ですが自席

にてご起立をお願いいたします。 

最初に、名簿の４番、燕警察署長の藍澤委員でございます。本日は欠席のため交通課長

の小池様からご出席をいただいております。 

次に、名簿の１８番、越後交通株式会社三条営業所長の吉原委員です。 

次に、名簿の２２番、燕市都市整備部長の土田委員です。本日は欠席のため代理の高波

土木課長の出席となります。 

次に、名簿の２３番、弥彦村総務課長の山岸委員でございます。 

最後に名簿の２４番、弥彦村建設企業課長の笹岡委員でございますが、本日所用のため

欠席の連絡を受けております。以上５名の方が新たな委員となりましたことをご報告申し

上げます。 

これにより、委員 24名のうち代理出席を含め過半数以上の 21名の委員からご出席いた

だいておりますので、「燕・弥彦地域公共交通会議設置要綱」第 10条第 2項の規定に基づ

き、本日の会議が成立していることをご報告申し上げます。 

なお、新しく委員になられた皆様には、委嘱状を机上配布させていただきましたので、

よろしくお願いいたします。 

 

３．議 事 

【事務局】 

では、これより議事に入りますが、本日の終了予定時間は、12時頃を予定しております

ので、スムーズな進行にご協力をお願い申し上げます。 

それでは、議事進行につきましては、設置要綱第 10条第１項の規定に基づき会長からお

願いいたします。 

 

（１）公共交通利用状況について 

【会長】 

それでは、私の方で会議を進行いたします。議題の「（１）公共交通利用状況について」

であります。事務局説明願います。 

 

【事務局】 

《資料 1に基づき説明》 
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【会長】 

事務局の説明が終わりました。ただいまの説明についてご意見、質疑等ありましたら挙

手のうえ発言願います。なお、会議録作成の都合上、発言の際はご自分の氏名を述べてか

らご発言くださるようお願いします。 

何かございませんでしょうか。特にないようですので、「公共交通利用状況」については

以上で終了します。 

 

（２）平成 28年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出決算について 

【会長】 

次に、議題の「（２）平成 28 年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出決算」について、

事務局説明願います。 

 

【事務局】 

《資料 2に基づき説明》 

 

【会長】 

事務局の説明が終わりました。引き続き、関連がありますので、会計監査報告をお願い

いたします。監査員を代表して、県立吉田病院の野水事務長様よろしくお願いいたします。 

 

【県立吉田病院 野水委員】 

《資料 2会計監査報告書に基づき報告》 

 

【会長】 

ありがとうございました。ただ今の平成 28年度決算報告並びに監査報告についてご意見、

質疑等がありましたら発言願います。いかがでしょうか。 

 しばらくしてないようですので、「平成 28年度燕・弥彦地域公共交通会議決算報告」に

ついては報告のとおりということでご異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

異議なしと認めます。よって「平成 28年度決算報告」については承認されました。 

 

（３）平成 29年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案）について 

【会長】 

次に、議題の「（３）平成 29年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案）」につい

て、事務局説明願います。 
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【事務局】 

《資料 3に基づき説明》 

 

【会長】 

事務局の説明が終わりました。このことについてご意見、質疑等ございますでしょうか。 

 

【若林委員】 

一点お聞きします。毎年国の補助金というのは減額になってくるんでしょうか。決まっ

た額ではなく毎年金額が違いますか。 

 

【事務局】 

今ほどの国からの補助金の金額についてですが、毎年補助金の様式が運輸支局のほうか

ら届きます。それによる計算式にしたがって補助金の申請を行うという仕組みになってお

りますので、計算式そのものが毎年変わってくるので、金額も変わってしまうということ

になります。以上です。 

 

【会長】 

他に何かありませんか。ないようですので、質疑の時間をこれで終了したいと思います。 

「平成 29年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案）」についてご異議ありませ

んか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。よって「平成 29年度燕・弥彦地域公共交通会議歳入歳出予算（案）」

については、原案のとおり承認されました。 

 

（４）燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について 

【会長】 

 次に、議題の「（４）燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維持計画（案）」について、事

務局説明願います。 

 

【事務局】 

《資料 4に基づき説明》 

※要綱改正中により、改正後の様式にて計画案作成後、会議の開催あるいは書面協議に

て承認予定。 

 

【会長】 

事務局の説明が終わりました。このことについてご意見、質疑等ありませんか。 
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何かありませんか。ないようですので、今後、様式等が変わったら再度見直したうえで

もう一度おはかりするということになりますが、「燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維持

計画（案）」についてご承認いただくということでご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。よって「燕・弥彦地域内フィーダー系統確保維持計画（案）」につ

いては、今後国の改正後の様式を待って、申請準備が整いましたら計画案のご承認をお願

いすることといたします。 

 

（５）「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）について 

【会長】 

 次に、議題の「（５）「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）」について、事務局説明願

います。 

 

【事務局】 

 《資料 5に基づき説明》 

 

【会長】 

 事務局の説明が終わりました。このことについてご意見、質疑等ありませんか。 

いかがでしょうか。ないようですので、「「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）」

についてご承認いただくということでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。よって「「やひこ号」の新規フリー乗降路線（案）」については、

原案のとおり承認されました。 

 

（６）その他 

【会長】 

次に、議題の「（６）その他」であります。事務局で用意している案件はありますか。 

 

【事務局】 

 二点ほどご報告させていただきます。先回の会議で三条地域振興局の中野様よりご意見

をいただきました利用者の拡大について、「介護保険制度の改正による、通所型サービスを

利用する際の移動手段として周知してはどうか」というご意見をいただきました。その際、

「担当課と情報共有を図りながら検討して参りたいと思います。」とお答えした次第です。 

 今年 1月 27日の介護予防・日常生活支援総合事業関係者会議で公共交通利用方法につい

て説明させていただき、「おでかけきららん号はご自宅まで迎えに行き、目的地の玄関先ま

で送り届けるものですので是非ご利用ください。」とお願いしております。 
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 もう１点は、4月、5月のスワロー号休日運行の社会実験につきまして、現在実施中であ

ります。その利用状況につきまして、5 月 22 日現在でありますが、ご報告させていただき

ます。 

 全運行日 52日間のうち平日 33日の１日平均は 147人、休日 19日の１日平均は 63人で、

休日の利用割合は平日の 42.6％となり、全運行日 52日の１日平均は 116人となっておりま

す。 

 また、社会実験中に車内アンケートを実施しており、現在 370 人の方からご記入をいた

だいております。利用状況やアンケート内容の集計・分析を行い、休日運行の実施可否や

公共交通全体の利便性向上に向けて総合的に検討していき、次回の交通会議開催時にはご

報告できるようにしたいと考えております。事務局からは以上です。 

 

【会長】 

 事務局から２点報告がありました。この件について、皆様からご質問等ございませんか。 

 

【中村委員】 

 この実験が行われているということで、21 日の日曜日に近所の方と３人で、乗ってみよ

うということで燕駅前からイオンのところまで乗せてもらいました。そうしたら他の方も

乗っておられて、帰りの時に同じくらいの年代の方が、休みの日もバスがあると助かる、

と言っておられたので、やっぱりあったほうがいいな、というふうに感じました。 

 それと、少し大勢で駅前から 7、8人で乗ったんですが、その時に料金を入れる場所が少

し入れにくいなと思いました。でも、これをどうにかして直すといっても結局運転手さん

が 100 円かどうかを確かめなければいけないと思うので、見えないところから入ってもだ

めだと思いますし、無理なのかなと思いながら乗ってきましたけれども、大勢で乗るとち

ょっと入れにくいなと感じました。 

 

【会長】 

それも含めて今後検討させてもらえればと思います。他に何かございませんか。せっか

くの機会ですので、委員の皆さんからその他ということで何か発言がありましたらお聞き

いたします。何かございませんか。 

  

【会長】 

 ないようですので、以上をもちまして本日の議事は全て終了いたしました。それでは、

ここで進行を事務局に戻します。 
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４．閉 会 

【事務局】 

本日は貴重なご意見を頂戴しましてありがとうございました。今日いただいた意見を反

映しまして、より良い公共交通の運行について検討して参りたいと思います。以上をもち

まして、本日の会議を閉会させていただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

以上 


